
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 　　　　 

３学期のスタートにあたって 

～３学期は違いを認め、繋がりを深める～ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

校長　松田　周一 

 

１月 13 日（火）、いよいよ３学期がスタートしました。教室に子どもたちの元気な
声が戻り、教職員一同、喜びの気持ちでいっぱいです。 

さて、始業式では、３学期は単なる１年の締めくくりではなく、新しい学年へジャ
ンプするための助走期間「次の学年への０学期」であるという話をしました。その過
ごし方として、特に大切にしてほしい「３つのこと」を伝えています。 一つ目は、
「自分の『よいところ』を自信をもって出す」こと。二つ目は、「友達との『違い』を
尊重する」こと。そして三つ目は、「『一緒にやろう』の声を広げる」ことです。これ
らは、一人ひとりが「ここにいていいんだ」と安心できる、誰一人取り残さない学校
を共につくるための大切な種となります。 

同じ集団で長い時間を過ごすと、つい相手に自分と同じであることを求めてしまい
がちです。しかし、互いの個性を丸ごと認め合い、「違っているからこそ、力になれ
る」という経験を重ねることこそが、新しいステージへ向かうための確かな足場とな
ります。今の学年で自分たちの「違い」を輝かせ、多様な「繋がり」を深めること
が、そのまま次の学年での大きな成長に直結すると信じています。 

こうした「認め合い、高め合う姿」が形となって表れるのが、今学期の大きな行事
です。２月から３月にかけて行われる「６年生ありがとうプロジェクト」では、在校
生が卒業生への感謝を胸に、各学年のよさを生かした取り組みを行います。自分たち
の成長を、お世話になった６年生に届けるこの機会は、まさに「次の学年」への自覚
を深める大切な一歩となるはずです。そして、その先には感謝と決意の集大成である
「第 144 回卒業証書授与式」が控えています。卒業する子どもたちが自信をもって次
の一歩を踏み出せるよう、教職員一同、一丸となって教育活動に邁進してまいりま
す。 

本年も変わらぬご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。 

 

 

 

幌別小学校教育目標 

○　すすんで学びよく考える子 

○　互いに助けあい思いやる子 

○　丈夫な体でたくましく生きぬく子 
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欠席・遅刻の連絡を必ずお願いします！ 

　登校中の事故やけががあった場合等、児童の安全を守る観点からも、必ず欠席・遅刻等の連絡（連絡フォ

ームまたは電話）をしていただくようお願いいたします。 

 


